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助成活動名 ひきこもり支援のための車両整備 

助成額 800,000 円 

活動内容 

目的 

高梁市内にも、就職がうまくいかずひきこもり状態になっていたり、中学校や 
高校での不登校経験者が就労につけず自宅で過ごしていたりという現状がある 
ことは相談支援業務などから見えてきていました。しかし、その方々へ継続的 
に支援をする機関が市内にはありませんでした。そこで、令和 3 年 10 月にひき 
こもりサポートセンターを設立しました。サポートセンターでは、何らかの原 
因でひきこもり状態にある方とそのご家族に対して、地域の関係支援者と共に 
その方の希望する生活を探りながら、希望する生活に近づくことができるよう 
にサポートしていくことを目的に活動を進めています。一人ひとりの気持ち、 
ペースを大切にしながらお話をお伺いし、さまざまな情報提供をすることで、 
その方が希望する社会とのつながり、生活を選択することができることを大切 
にしています。また、同時にご家族の不安にも寄り添いながら相談業務を進め 
ています。ご本人の希望する生活に近づけるために、ご自宅への訪問しお話を 
お伺いしたり、社会とのつながりの 1 つとして居場所を提供したり、就職を希 
望される方には仕事探しのお手伝いをするなど個々に応じた支援を提供してい 
きます。 

内容 

ひきこもり状態にある方のご家族から相談の連絡が直接ある場合もありますが 
、保健師やその他の専門職など外部からの情報提供でひきこもり疑いのある方 
がおられることを知ることもあります。例えば、祖父の訪問介護のために訪問 
した職員が、仕事をしていないと思われる孫がいることに気づく場合などです 
。支援者からの情報提供の場合、すぐにご本人に関りをもつことが難しいこと 
もあります。それは、ひきこもり状態にあるご本人やその家族が相談や支援を 
拒否したり、必要性を感じていないことがあるからです。この場合、関係機関 
と連携をしながら訪問させてもらい、ご家族やご本人からお話を聞かせてもら 
うことから支援がスタートします。 
主となる活動内容は、相談支援、居場所の提供、社会とのつながりの支援の３ 
つとなります。 
相談支援では、ご本人、ご家族の気持ちを聞かせてもらいながらご本人の希望 
する生活に向けてスモールステップで進んでいきます。もちろんご本人だけで 
なくご家族への相談支援も必須となります。将来への不安、ご本人との関り方 
などご家族だけで抱え込むことのないようお話を聞かせてもらいます。これら 
の相談は、何度も自宅を訪問させてもらい時間をかけお話を聞かせてもらうこ 
とで信頼関係をつくり、気持ちを吐露できやすい環境を整えていくことを大切 
にして取り組んでいます。 
次に、少しご本人が家以外の場所で過ごしてみようという気持ちを持たれた時 
の居場所づくりです。すぐに就職や就学などの社会的な資源につながる方ばか 
りではありません。まずは、家を出てみるところから、家族以外の方と関わっ 
てみるところから、その方のペースに合わせて居場所を提供していっています 



。現在は夕方の限定的な時間のみ居場所の提供をしていますが、今後はご本人 
のペースに合わせ利用できやすい時間に利用できるように改善していきたいと 
考えています。 
ひきこもり支援のゴールについても様々です。必ずしも就職がゴールとは考え 
ていませんが、就職を希望される方については、就職に向けて生活リズムを整 
えたり、希望する働き方を確認しながら求人の情報を共有したりしていきます 
。また、必要に応じて受診を促すケースもあります。受診の結果によっては必 
要な支援機関、福祉サービス等の情報提供をさせてもらいます。ご本人の気づ 
き、気持ちを大切にしながら、その方一人ひとり合わせた支援を継続していき 
ます。 

当初の
計画か
らの変
更点 

・助成額が申請額から減額されたことに伴い、金額に見合う中古車を選定しま
した。購入のタイミング等の問題で、軽自動車でなく普通車の中古車を購入す
ることとなりました。購入前、事前に担当者に確認済みです。 
・事業所を移転しました。 
 旧：高梁市伊賀町 43 番地 1 
 新：高梁市和田町 2183 番地 1 
 
 

成果 

・ひきこもりの方の自宅訪問について、専用車両として購入車で訪問すること
が可能となりました。現在、ご相談をお受けしている方は高梁の市街地からは
離れている地域が多く、結果的に普通車となったことは幸いでした。また、自
宅からの外出が難しい場合で、少しずつ外出を促す場合や家族と離れた場所で
話をした場合等、車内を相談室と考えることができる点も良かったです。ひき
こもりサポートセンター開設から 3 年が経過し、地域の方にも徐々に周知さ
れ、ご相談の件数が増えつつあります。何よりも専用車両が手に入ったこと
で、フットワーク良く活動できるようになりました。 
 
 
 
 

今後の課題と対
応策 

・ひきこもり状態については、家庭や家族の問題と捉えがちのため、相談・介入のしにく
さを感じることが多くありますが、地域課題であるという認識を今後も啓発活動等を通じ
て周知していきたいと考えています。 
・ひきこもり状態にある方の多くに不登校の経験が見られています。現在、私たちの活動
においても、不登校のご相談をお受けする機会は増えています。学校に通う意義や目的が
今の時代と合わなくなりつつあるのかもしれません。不登校時期に相談できる場所（人）
を作ることで、孤立しない過ごし方を提案していきたいと思います。 
・ひきこもり状態にある方の支援では、支援者の受け入れに対し、ご本人とご家族の意向に
差が見られることが少なくありません。長期的にいろいろな方法で関係性を構築することや
いろいろな機関との連携も重要と考えます。行政や福祉の関係機関だけでなく、地域や民間
企業と連携し、地域の中でその人なりの自立した生活をするための協力者を増やしていくこ
とにも今後力を入れていきたいと考えています。 
 
 



写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


